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2026 年９月期 通期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2026 年８月７日に公表いたしました 2026年９月期 通期連結業績予想（2025年 10月１日～

2026 年９月 30 日）と、本日公表の実績値との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせ

いたします。 

記 

 
１．2026 年９月期 通期連結業績予想数値と実績値との差異 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 2,750 560 550 410 115.57 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 2,990 691 684 752 212.07 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 240 131 134 342 ― 

増 減 率 （ ％ ） 8.7 23.5 24.4 83.5 ― 

（参考）前期連結実績

（2025 年９月期） 
1,960 150 152 44 12.32 

 

２．差異の理由  

当連結会計年度は、SBCメディカルグループとの連携による収益貢献が下半期にかけて本格化

し、二度にわたり上方修正した業績予想をさらに上回る着地となりました。 

売上高につきましては、メディカルサポート事業において SBCメディカルグループとの取引拡

大等が第４四半期も継続し、同事業の通期売上高が 2,012 百万円（前期比 101.4％増）と大きく伸

長したことから、前回発表予想を 240 百万円上回りました。 

営業利益および経常利益につきましては、上記の増収に伴う売上総利益の増加により、営業利

益率が前回想定の 20.4％から 23.1％へ上昇し、前回発表予想をそれぞれ 131百万円、134百万円



 

上回りました。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、上記に加え、当社グループの業績動向等を

踏まえて繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、法人税等調整額（益）135百万円を計上した

ことにより、前回発表予想を 342 百万円上回りました。なお、本要因は当連結会計年度に限った

ものであるため、2027 年９月期は営業利益および経常利益の増益を見込む一方、親会社株主に帰

属する当期純利益につきましては、その反動により減少を見込んでおります。 

2027 年９月期の連結業績予想につきましては、本日公表の「2026 年９月期 決算短信〔日本基

準〕（連結）」をご参照ください。 

以上 


